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厚
生
労
働
省
の
毎
月
勤
労
統
計
調
査
（
事

業
規
模
五
人
以
上
）
に
よ
る
と
二
〇
〇
七
年

の
総
実
労
働
時
間
は
〇
六
年
の
増
加
か
ら
減

少
に
転
じ
た
。
年
間
で
は
一
八
〇
八
時
間
と

な
り
、
前
年
比
〇
・
六
％
の
マ
イ
ナ
ス
と
な

っ
た
。
所
定
内
労
働
時
間
が
減
少
し
、
所
定

外
労
働
時
間
も
増
加
幅
が
縮
小
し
た
た
め
だ
。

　

し
か
し
、
総
実
労
働
時
間
の
減
少
は
、
パ

ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
構
成
比
が
上
昇
し
た

こ
と
が
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、

労
働
経
済
白
書
な
ど
で
も
指
摘
し
て
い
る
。

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
や
派
遣
社
員
な
ど
の

非
正
規
雇
用
の
比
率
が
一
九
九
八
年
以
降
一

貫
し
て
上
昇
す
る
な
か
、
一
般
労
働
者
の
年

間
総
実
労
働
時
間
は
二
〇
〇
三
年
以
降
、
二

〇
〇
〇
時
間
超
で
高
止
ま
り
し
て
い
る
（
図

１
）。

　

正
社
員
は
相
変
わ
ら
ず
仕
事
に
忙
殺
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
自
己
啓
発
や
家
族
団

ら
ん
の
時
間
が
と
れ
ず
、
地
域
活
動
へ
参
加

す
る
暇
も
な
く
、
長
時
間
労
働
に
よ
り
健
康

を
害
す
る
人
も
少
な
く
な
い
。
今
問
わ
れ
て

い
る
こ
と
は
、
正
社
員
を
中
心
に
、
長
時
間

労
働
が
常
態
化
し
て
い
る
現
実
を
、
な
か
な

か
変
え
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
長
時
間

労
働
を
背
景
と
し
た
過
労
死
や
過
労
自
殺
が

減
少
す
る
気
配
は
な
く
、
男
性
の
三
〇
〜
四

〇
代
で
は
、
四
人
に
一
人
が
週
の
労
働
時
間

が
六
〇
時
間
を
超
え
る
（
図
２
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
長
時
間
労
働
と
不
安
定
雇

用
と
い
う
働
き
方
の
二
極
化
が
進
み
、
仕
事

と
生
活
の
調
和
が
国
民
的
課
題
と
し
て
浮
上

働き方の改革「元年」
―労働時間の適正化にどう取り組むか―

特集

動
き
だ
し
た

「
働
き
方
」
の
見
直
し

―
―

政
労
使
の
動
向

仕事と生活の調和については、昨年 12月に政労使の官民トップ会議で、「ワーク・ライフ・バランス憲章」
と「行動指針」が策定され、社会全体の運動としてスタートが切られた。これを受け、厚生労働省も①
労使の話し合いを踏まえた計画的な取り組み②年次有給休暇の取得促進③所定外労働の削減―などを
重点的に推進するため、「労働時間等見直しガイドライン」を４月に改正した。こうした動向を踏まえれば、
今年は「働き方の改革『元年』」と言っても過言ではない。今号では、政労使の動向に加え、各職場で
始まった労働時間を中心とする働き方の見直しとその課題について考える。
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し
て
き
て
い
る
。

Ｗ
Ｌ
Ｂ
憲
章
・
行
動
指
針
を

政
労
使
合
意

　

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
て
政
府
は
、
働

き
方
の
改
革
に
向
け
て
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
実
現
が
国
に
と
っ
て
の
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
一
二

月
一
八
日
、
政
労
使
の
代
表
な
ど
で
議
論
し

て
き
た
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
憲
章
」
及
び
「
仕
事

と
生
活
の
調
和
推
進
の
た
め
の
行
動
指
針
」

が
策
定
さ
れ
た
。

　

指
針
で
は
、
五
年
後
（
二
〇
一
二
年
）、

一
〇
年
後
（
二
〇
一
七
年
）
に
向
け
た
数
値

目
標
を
設
定
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
週
労
働

時
間
六
〇
時
間
以
上
の
雇
用
者
の
割
合
（
一

〇
・
八
％
↓
一
二
年
二
割
減
、
一
七
年
半
減
）、

年
次
有
給
休
暇
取
得
率
（
四
六
・
六
％
↓
同

六
〇
％
↓
同
完
全
取
得
）
と
い
っ
た
具
合
だ

（
表
１
）。

　

こ
の
政
労
使
合
意
を
前
提
に
、
政
府
の
み

な
ら
ず
経
済
界
や
労
働
界
が
、
い
ま
具
体
的

な
実
践
行
動
に
入
っ
て
い
る
段
階
と
い
え
る
。

二
〇
〇
八
年
が
「
働
き
方
の
改
革
『
元
年
』」

で
あ
る
背
景
の
一
つ
に
、
こ
の
政
労
使
合
意

が
あ
る
。

　
労
基
法
改
正
案
は
継
続
審
議
へ

　

政
府
の
長
時
間
労
働
是
正
に
向
け
た
対
応

で
、
法
制
面
の
柱
と
な
る
の
が
労
働
基
準
法

改
正
案
。
昨
年
三
月
に
通
常
国
会
に
提
出
さ

れ
、
先
の
臨
時
国
会
で
継
続
審
議
さ
れ
て
い

た
が
、
再
び
継
続
審
議
さ
れ
る
こ
と
に
決
ま

っ
た
。
法
案
は
時
間
外
労
働
の
抑
制
に
向
け

て
、
①
時
間
外
労
働
の
限
度
基
準
で
定
め
る

こ
と
が
で
き
る
事
項
と
し
て
、
割
増
賃
金
の

率
に
関
す
る
事
項
を
追
加
す
る
も
の
と
す
る

こ
と
②
使
用
者
は
、
月
八
〇
時
間
を
超
え
て

時
間
外
労
働
を
さ
せ
た
と
き
は
、
そ
の
超
え

た
時
間
の
労
働
に
つ
い
て
は
、
五
〇
％
以
上

の
率
（
現
行
二
五
％
）
で
計
算
し
た
割
増
賃

金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す

る
こ
と
。
た
だ
し
、
中
小
事
業
主
に
つ
い
て

は
、
当
分
の
間
、
適
用
を
猶
予
し
、
施
行
後

三
年
を
経
過
し
た
場
合
に
検
討
を
行
う
も
の

と
す
る
こ
と
③
使
用
者
は
、
労
使
協
定
に
よ

り
②
の
割
増
賃
金
の
支
払
い
に
代
え
て
、
有

給
の
休
暇
（
年
次
有
給
休
暇
を
除
く
）
を
与

え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と―

―

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
年
次
有
給
休
暇
の
見
直
し
と
し
て
、

使
用
者
は
労
使
協
定
に
よ
り
、
年
次
有
給
休

暇
の
う
ち
五
日
以
内
に
つ
い
て
は
、
子
の
通

院
な
ど
の
理
由
で
時
間
を
単
位
と
し
て
年
次

有
給
休
暇
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

す
る
こ
と
が
改
正
点
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
自
民
・
公
明
の
与
党
は

六
月
一
八
日
、
継
続
審
議
と
な
っ
て
い
る
労

図１ 　 就業形態別年間総実労働時間及びパートタイム労働者比率
の推移

図２　年齢階級別35時間未満及び60時間以上雇用者の割合

表１　ワーク・ライフ・バランス行動指針で設定した目標（抜粋）

数値目標設定指標 現状
目標値

5年後（2012年） 10年後（2017年）

Ⅱ 

健
康
で
豊
か
な
生
活
の
た
め
の
時
間

が
確
保
で
き
る
社
会

❹
労働時間等の課題について労使
が話し合いの機会を設けている
割合

41.5% 60% 全ての企業で実施

❺ 週労働時間60時間以上の雇用者
の割合 10.8% 2割減 半減

❻ 年次有給休暇取得率 46.6% 60% 完全取得

❼ メンタルヘルスケアに取り組ん
でいる事業所割合 23.5% 50% 80%

資料出所：厚生労働省「毎月勤労統計調査」（注）事業所規模 30 人以上

資料出所：2007年版労働経済白書
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働
基
準
法
改
正
案
の
修
正
案
を
今
秋
の
臨
時

国
会
に
提
出
す
る
こ
と
で
合
意
。
五
〇
％
以

上
の
賃
金
割
増
率
を
義
務
付
け
る
時
間
外
労

働
（
残
業
）
時
間
を
、「
月
八
〇
時
間
超
」
か

ら
「
月
六
〇
時
間
超
」
に
引
き
下
げ
る
公
明

党
案
を
軸
に
、
与
党
新
雇
用
対
策
に
関
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
Ｐ
Ｔ
）
で
調
整
し

た
う
え
で
、
秋
の
臨
時
国
会
に
提
出
す
る
こ

と
を
め
ざ
す
と
し
て
い
る
。
民
主
党
に
も
修

正
案
の
成
立
に
向
け
理
解
を
求
め
る
考
え
だ
。

二
一
世
紀
版「

前
川
レ
ポ
ー
ト
」

　

総
実
労
働
時
間
の
短
縮
と
い
え
ば
、
二
〇

年
以
上
前
の
一
九
八
六
年
に
出
さ
れ
た
「
前

川
レ
ポ
ー
ト
」
を
思
い
出
す
人
も
多
い
だ
ろ

う
。
当
時
、
わ
が
国
の
労
働
時
間
は
、
欧
米

に
比
べ
年
間
二
〇
〇
〜
五
〇
〇
時
間
も
上
回

っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、「
欧
米
先
進
国
な
み

の
年
間
総
労
働
時
間
の
実
現
」
と
「
週
休
二

日
制
の
早
期
完
全
実
施
」（
週
四
〇
時
間
労
働

制
）
を
打
ち
出
し
た
の
が
、
首
相
の
私
的
諮

問
機
関
「
国
際
協
調
の
た
め
の
経
済
構
造
調

整
研
究
会
」
の
報
告
書
、
い
わ
ゆ
る
「
前
川

レ
ポ
ー
ト
」
だ
っ
た
。
ま
た
、
翌
八
七
年
に

は
経
済
審
議
会
か
ら「
新
・
前
川
レ
ポ
ー
ト
」

が
報
告
さ
れ
、「
二
〇
〇
〇
年
に
向
け
て
で
き

る
だ
け
早
期
に
一
八
〇
〇
時
間
程
度
を
目
指

す
こ
と
が
必
要
」
と
の
目
標
が
設
定
さ
れ
た
。

　
ｐ
30
の
グ
ラ
フ
に
あ
る
よ
う
に
、
一
九
九

〇
年
代
半
ば
か
ら
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
長

期
不
況
の
影
響
で
、
生
産
労
働
者
の
年
間
総

実
労
働
時
間
は
減
少
し
、
ほ
ぼ
英
米
と
同
じ

水
準
で
推
移
し
て
い
る
。「
欧
米
並
み
」と「
週

休
二
日
制
」
の
面
で
は
目
標
の
一
端
を
達
成

し
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
先
述
し
た

よ
う
に
労
働
時
間
の
二
極
化
傾
向
が
改
善
さ

れ
る
兆
し
は
な
い
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
の

「
構
造
変
化
と
日
本
経
済
」
専
門
調
査
会
は

七
月
二
日
に
日
本
経
済
が
め
ざ
す
姿
を
示
し

た
報
告
書
を
発
表
し
た
。
同
報
告
書
は
、「
前

川
レ
ポ
ー
ト
」
の
二
一
世
紀
版
と
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
。
め
ざ
す
べ
き
一
〇
年
後
の
経

済
社
会
の
姿
を
描
き
、
そ
の
た
め
に
克
服
す

べ
き
課
題
を
示
す
内
容
で
、
主
要
テ
ー
マ
に

「
経
済
の
若
返
り
」
と
「
世
界
に
開
か
れ
、

と
も
に
生
き
る
」
を
置
い
て
い
る
。

　

こ
の
報
告
の
中
で
、
一
〇
年
後
に
め
ざ
す

五
つ
の
経
済
社
会
の
姿
を
提
起
し
て
い
る
。

そ
の
目
標
の
第
三
と
し
て
、「
人
生
の
二
者
択

一
を
迫
ら
れ
ず
、
安
心
の
基
盤
が
し
っ
か
り

し
て
い
る
」
こ
と
を
あ
げ
る
。
具
体
的
に
は
、

「
仕
事
か
育
児
か
の
二
者
択
一
に
悩
ん
だ
り
、

長
時
間
労
働
で
生
活
が
犠
牲
に
な
っ
た
り
、

働
き
た
い
高
齢
者
が
引
退
を
迫
ら
れ
た
り
せ

ず
、
何
度
で
も
学
び
直
し
や
働
き
直
し
が
で

き
、
複
線
的
に
人
生
を
設
計
で
き
る
社
会
を

め
ざ
す
」
と
し
、
数
値
目
標
は
設
定
し
て
い

な
い
も
の
の
、
長
時
間
労
働
を
排
し
、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
経
済
社

会
を
め
ざ
す
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。
世
紀
を

ま
た
い
だ
「
長
時
間
労
働
」
と
い
う
課
題
を

未
解
決
の
ま
ま
、
次
の
一
〇
年
に
持
ち
越
す

わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。

労
働
界
は
時
間
外
割
増
で

統
一
行
動

　

次
に
労
働
界
の
動
向
を
見
る
。　

　

連
合
（
髙
木
剛
会
長
）
は
昨
年
九
月
に
中

期
時
短
方
針
を
確
認
し
た
。
方
針
で
は
、「
年

間
総
実
労
働
時
間
一
八
〇
〇
時
間
」
の
実
現

を
め
ざ
し
、
産
業
実
態
に
応
じ
た
産
別
の
時

短
目
標
と
取
り
組
み
指
針
を
策
定
し
た
う
え

で
、
二
〇
〇
九
年
度
末
ま
で
に
す
べ
て
の
組

合
で
五
つ
の
最
低
到
達
目
標
の
達
成
を
め
ざ

す
こ
と
を
柱
と
し
て
い
る
。
そ
の
柱
は
、
①

年
間
所
定
労
働
時
間
二
〇
〇
〇
時
間
を
上
回

る
組
合
を
な
く
す
②
年
休
の
初
年
度
付
与
日

数
を
一
五
日
以
上
③
年
休
の
一
人
あ
た
り
の

平
均
取
得
日
数
一
〇
日
未
満
の
組
合
を
な
く

す
と
と
も
に
取
得
日
数
五
日
未
満
の
組
合
員

を
な
く
す
④
時
間
外
割
増
率
な
ど
が
法
定
と

同
水
準
に
と
ど
ま
る
組
合
を
な
く
す
⑤
全
組

合
員
の
時
間
外
労
働
を
月
四
五
時
間
以
下
に

抑
え
る
こ
と
を
基
本
に
、
少
な
く
と
も
一
カ

月
一
〇
〇
時
間
ま
た
は
二
カ
月
一
六
〇
時
間

を
超
え
る
過
重
労
働
を
根
絶
す
る―

―

こ
と

を
掲
げ
た
。
毎
年
、
構
成
組
織
の
進
捗
状
況

を
ま
と
め
、
二
〇
一
二
年
度
末
に
到
達
点
を

確
認
し
、
方
針
を
見
直
す
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
手
始
め
と
し
て
、
二
〇
〇
九
年
度
末

ま
で
に
「
所
定
労
働
時
間
が
二
〇
〇
〇
時
間

を
上
回
る
組
合
を
な
く
す
」
な
ど
の
目
標
を

掲
げ
て
い
る
。

　

こ
の
中
期
方
針
を
踏
ま
え
、
連
合
が
〇
八

春
季
生
活
闘
争
で
重
点
的
に
取
り
組
ん
だ
の

が
時
間
外
割
増
率
の
引
き
上
げ
だ
っ
た
。

　

賃
上
げ
と
並
び
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
の
前
提
と
な
る
長
時
間
労
働
是
正
の

要
求
と
し
て
「
時
間
外
割
増
率
」
の
引
き
上

げ
を
す
べ
て
の
組
合
が
取
り
組
む
べ
き
ミ
ニ

マ
ム
要
求
課
題
に
置
い
た
。
こ
の
推
進
役
と

し
て
、
一
六
産
別
で
「
割
増
共
闘
」
を
結
成
。

時
短
中
期
目
標
の
平
日
五
〇
％
、
休
日
一
〇

〇
％
を
念
頭
に
、
産
別
ご
と
に
要
求
を
設
定

し
た
。
労
働
界
を
あ
げ
て
時
間
外
割
増
率
の

引
き
上
げ
に
取
り
組
む
の
は
一
五
年
ぶ
り
の

こ
と
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
交
渉
に
入
る
と
経
営
側
の
反
発

が
強
く
、
厳
し
い
交
渉
展
開
と
な
っ
た
。
共

闘
は
最
終
局
面
で
、
①
法
定
基
準
に
あ
る
場

合
は
法
定
を
上
回
る
②
高
い
場
合
は
何
ら
か

の
前
進
を
③
回
答
が
得
ら
れ
な
い
場
合
は
継

続
協
議
に―

―

の
申
し
合
わ
せ
を
確
認
。
そ

の
結
果
、
鉄
鋼
大
手
五
社
で
休
日
割
増
率
を

五
％
引
き
上
げ
四
〇
％
に
し
た
ほ
か
、
Ｊ
Ａ

Ｍ
加
盟
の
約
三
〇
組
合
で
一
定
の
超
過
時
間

か
ら
割
増
率
を
引
き
上
げ
る
方
式
な
ど
に
よ

る
割
増
率
改
定
を
獲
得
。
し
か
し
、
大
多
数

は
割
増
率
の
あ
り
方
を
含
め
、
長
時
間
労
働

是
正
と
働
き
方
の
改
革
に
向
け
た
協
議
を
継

続
す
る
形
で
収
束
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
連

合
全
体
で
継
続
協
議
に
な
っ
た
組
合
数
は
五

〇
〇
を
超
え
て
い
る
。

産
業
別
組
織
の
動
向

―

Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
の
ケ
ー
ス

　

連
合
方
針
を
踏
ま
え
、
連
合
傘
下
の
各
産

経済財政諮問会議の様子
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別
も
時
短
方
針
を
改
定
す
る
動
き
が
相
次
い

で
い
る
。
そ
の
一
つ
、
民
間
最
大
産
別
の
Ｕ

Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
も
、
二
〇
一
二
年
度
ま
で

に
「
年
間
総
実
労
働
時
間
一
八
〇
〇
時
間
」

の
実
現
と
い
う
中
期
的
な
時
短
目
標
に
向
け
、

当
面
〇
九
年
度
末
ま
で
の
最
低
到
達
目
標
に
、

①
年
間
所
定
労
働
時
間
二
〇
〇
〇
時
間
を
上

回
る
組
合
を
な
く
す
②
年
次
有
給
休
暇
の
完

全
取
得
を
め
ざ
し
、
一
人
当
た
り
平
均
取
得

日
数
が
一
〇
日
未
満
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
組

合
を
な
く
す
③
時
間
外
労
働
等
の
割
増
率
が
、

法
定
同
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
組
合
を
な

く
す
④
す
べ
て
の
組
合
員
の
時
間
外
労
働

（
休
日
労
働
含
む
）
を
一
カ
月
当
た
り
四
五

時
間
以
下
に
抑
制
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
と
と

も
に
、
一
カ
月
当
た
り
一
〇
〇
時
間
ま
た
は

二
カ
月
で
一
六
〇
時
間
を
超
え
る
組
合
員
を

な
く
す―
―

な
ど
を
据
え
て
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

こ
の
時
短
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
た
め
、

〇
八
年
度
の
春
季
労
働
条
件
闘
争
で
「
統
一

時
短
闘
争
」
と
し
た
。
こ
れ
は
す
べ
て
の
加

盟
組
合
が
参
加
し
、
統
一
闘
争
方
針
の
も
と
、

要
求
を
組
み
立
て
、
交
渉
・
妥
結
す
る
と
い

う
位
置
づ
け
。
そ
の
要
求
内
容
と
し
て
は
、

①
年
間
所
定
労
働
時
間
の
短
縮
（
年
間
二
〇

〇
〇
時
間
超
に
つ
い
て
は
最
低
で
も
年
間
四

〇
時
間
以
上
の
短
縮
要
求
等
）
②
時
間
外
割

増
率
の
向
上
（
時
間
外
・
深
夜
三
五
％
、
休

日
四
五
％
等
）
③
時
間
外
・
休
日
労
働
の
削

減
の
取
り
組
み
（
要
員
協
定
の
締
結
、
時
間

外
・
休
日
労
働
の
適
用
除
外
者
に
関
す
る
ル

ー
ル
の
整
備
等
）
④
年
次
有
給
休
暇
の
取
得

促
進
と
付
与
日
数
の
拡
大―

―

を
統
一
要
求

項
目
に
据
え
、
現
在
、
統
一
時
短
闘
争
に
取

り
組
ん
で
い
る
最
中
で
あ
る
。　

　

今
回
の
取
り
組
み
の
特
徴
は
、
三
月
に
ピ

ー
ク
を
迎
え
る
統
一
賃
上
げ
闘
争
と
は
別
建

て
と
し
た
こ
と
だ
。
六
月
末
ま
で
に
全
組
合

が
要
求
書
を
提
出
。仕
事
の
あ
り
方
や
要
員
・

配
置
の
見
直
し
に
も
係
わ
る
交
渉
テ
ー
マ
だ

け
に
充
分
な
時
間
を
取
っ
て
、労
使
で
交
渉
・

協
議
を
詰
め
、
一
二
月
末
ま
で
に
回
答
を
引

き
出
す
日
程
配
置
と
し
て
い
る
。

　

交
渉
は
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
だ
が
、
同

労
働
条
件
局
が
、
五
月
二
七
日
時
点
で
ま
と

め
た
集
計
に
よ
れ
ば
、
所
定
労
働
時
間
の
短

縮
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
二
〇
二
組
合

（
う
ち
一
三
七
組
合
は
流
通
部
会
）
が
、
年

間
平
均
四
九
・
四
時
間
、
一
日
平
均
〇
・
三

時
間
の
短
縮
を
求
め
る
要
求
書
を
提
出
。
こ

れ
に
対
し
て
三
一
組
合
で
、
年
間
所
定
休
日

の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
年
間
平
均
二
五
・
八

時
間
、
一
日
平
均
〇
・
五
時
間
の
短
縮
に
合

意
す
る
旨
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　

単
組
別
に
み
る
と
、
流
通
系
で
は
マ
イ
カ

ル
系
ポ
ロ
ロ
ッ
カ
ユ
ニ
オ
ン
が
年
間
所
定
休

日
の
一
三
日
増
を
獲
得
。
東
北
西
友
ユ
ニ
オ

ン
・
六
日
増
、
Ｓ
Ｓ
Ｕ
Ａ
ア
イ
ド
ル
労
組
、

Ｓ
Ｓ
Ｕ
Ａ
三
松
労
組
、
サ
ン
デ
ー
マ
ー
ト
労

組
・
四
日
増
、
Ｓ
Ｓ
Ｕ
Ａ
ア
オ
キ
ユ
ニ
オ
ン

と
ヤ
マ
ダ
電
機
労
組
・
三
日
増
な
ど
と
大
幅

増
を
実
現
し
て
い
る
。
生
活
総
合
産
業
系
で

は
、
ジ
ャ
パ
ン
プ
リ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
ズ
労
組

が
八
日
増
（
詳
細
は
ｐ
８
）
の
ほ
か
、
仙
台

運
送
労
組
や
ブ
ラ
ザ
ー
販
売
労
組
・
三
日
増
、

三
洋
信
販
労
組
で
二
日
増―

―

な
ど
と
な
っ

て
い
る
。

　

一
方
、
時
間
外
割
増
率
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
に
二
一
六
組
合
（
う
ち
一
三
七
組
合

が
流
通
部
会
）
が
、
加
重
平
均
で
時
間
外
労

働
三
五
・
〇
％
、
休
日
労
働
四
五
・
四
％
、

深
夜
労
働
三
五
・
〇
％
な
ど
と
す
る
要
求
書

を
提
出
し
た
。
こ
れ
に
対
し
同
日
現
在
、
七

組
合
で
、
時
間
外
労
働
は
三
〇
・
〇
％
、
休

日
労
働
は
四
〇
・
〇
％
、
深
夜
労
働
で
は
三

三
・
四
％
に
引
き
上
げ
る
旨
の
回
答
を
得
て

い
る
。
単
組
別
に
み
る
と
、
化
学
系
で
は
大

日
本
住
友
製
薬
労
組
が
、
時
間
外
を
二
五
↓

三
〇
％
、
休
日
労
働
を
三
五
↓
四
〇
％
へ
引

き
上
げ
た
。
ま
た
、
流
通
系
で
は
ナ
ン
バ
労

組
が
、
時
間
外
・
深
夜
労
働
を
二
五
↓
三
〇

％
、
休
日
労
働
を
三
五
↓
四
〇
％
へ
引
き
上

げ
る
と
の
回
答
を
引
き
出
し
た
。

　

こ
う
し
た
結
果
に
つ
い
て
、
田
村
雅
宣
・

労
働
条
件
局
長
は
、「
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、

流
通
系
で
、
年
間
休
日
を
大
幅
に
増
や
す
な

ど
の
前
進
が
み
ら
れ
る
。
売
り
手
市
場
の
な

か
新
卒
採
用
を
有
利
に
進
め
る
に
は
、
や
は

り
労
働
条
件
面
で
業
界
水
準
を
改
善
す
る
必

要
が
あ
る
と
、
経
営
側
も
認
識
し
始
め
た
こ

と
が
寄
与
し
て
い
る
よ
う
だ
」
と
み
て
い
る
。

労
働
時
間
管
理
の
適
正
化
に
向
け

始
ま
っ
た
現
場
で
の
協
議

　

こ
の
よ
う
に
、
政
府
や
労
使
で
、
労
働
時

間
の
適
正
化
を
通
じ
た
「
働
き
方
の
改
革
」

に
向
け
た
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
た
と
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
う
し
た
動
向
を
契
機
に
、
各
職
場
で
は

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
向

け
た
労
使
の
議
論
が
深
化
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

そ
の
際
、
総
実
労
働
時
間
の
短
縮
に
向
け
た

諸
課
題
と
し
て
、
所
定
労
働
時
間
の
短
縮
に

加
え
、
年
次
有
給
休
暇
の
付
与
日
数
の
増
加

や
取
得
促
進
、
時
間
外
労
働
の
削
減
に
向
け

た
三
六
協
定
の
適
正
化
や
特
別
条
項
（
協
定

で
定
め
た
限
度
時
間
を
超
え
て
時
間
外
労
働

を
行
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
特
別
の
事
情
」

が
予
想
さ
れ
る
場
合
の
特
別
条
項
付
き
協

定
）
の
見
直
し
、
さ
ら
に
時
間
管
理
の
徹
底

と
い
っ
た
幅
広
い
協
議
と
取
り
組
み
が
各
職

場
で
展
開
し
て
い
く
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

以
下
で
、
企
業
に
お
け
る
先
進
的
な
取
り

組
み
事
例
を
紹
介
す
る
。

（
調
査
・
解
析
部　

荻
野
登
、
新
井
栄
三
、

渡
辺
木
綿
子
）

連合の 08春季生活闘争の集会


